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フロベールの長編第三作『感情教育』の世界に顕著な特徴は､緩やかな河

の流れにも似た一種停滞した時間l､およびそうした印象を生み出す原因の一

つである､類似の事柄の反復という構造ではなかろうか｡事実､これまで多

くの批評家が､この小説に繰り返し見られる現象について言及してきた2｡主

人公フレデリック･モローとアルヌー夫人との恋に話を限ってみても､彼は

愛する人に対して思うように積極的になれず､二人の恋愛はなかなか進展し

ない｡こうした｢活力を奪われた密｣の物語にふさわしく､小説では似たよ

うな要素がたびたび提示される｡だが､主人公の感情生活に見られるこのよ

うな特性は､どのような原矧こ基づいて生じているのだろうか｡本論では､

フレデリックの愛における反復の現象とその原因について､彼の身俸感覚と

いう側面から光を当てて､分析してみようと思う｡

感覚

フランスニ月革命前彼の､激動の時代を生きた者として措かれるフレデリ

ックは､時の流れに翻弄され､若いときに抱いた夢も次第に潰え去り､最後

は虚しく歳を重ねてゆく｡そのような運命の濁流に､抗し難く押し流されて

tアルベール･ティボーデは､『感情教育』に特有の､時間の持続とそのリズムとを､

流れる水のイメージをもって論じているo AlbertThibaudet,GwLqye肋bert,Gallimard,

COll･《恥1》,1992,pp.151-154.

2イヴァン･ルクレールは､『感情教育』についての概説書の中で､幾人かの論者の考

察に言及しつつ､この小説の反復構造を簡潔に提示してくれている｡W弧L∝krc,

仇血融勒血勅け血岨血…畑地血励,PU印加desl混血s,1997,pp.57･軋
ユGu5加eFl肌血出･α〝叩0血α,地点ondeJ蝕Bnm肌,Gdlim如,《Biblio仙叫眠dela
Pl`i8de》,t･Ⅲ,1991,p･409.
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ゆく人物にふさわしく､彼は多感で繊細な青年であった｡すなわち､主人公

の心は移ろいやすく､些細なことですぐに変わってしまう｡実際､小説冒頭

からして既に､彼の心の不安定さは以下のように明らかである｡

一匹の犬が､遠方の農場で吠え始めた｡彼は､理由のない不安にとらえられ､

身震いした｡

イジドールが追いつくと､彼は自分で手綱をとるために､駁者台に座った｡

弱気な心は消え去っていた｡彼は､アルヌーの家に何としてでも入ってゆき､

彼らと交際しようと､しっかり決心していた4｡(56)

故郷ノジャンへ戻る旅の船上で､アルヌー夫人と劇的な出会いを遂げたば

かりのフレデリックだが､その心理は､ふとしたはずみで､このように不安

と希望の間を揺れ動く｡彼自身､｢理由のない｣としか思えないようなこの心

の揺らぎこそ､感じやすい十八歳の主人公の特徴である｡そして､この後､

フレデリックとその友人デローリエのコレージュ時代が､過去に遡行して語

られるとき､我々の目をひきつける事実もやはり､この心の激しい動きなの

だ｡

二人のこうした希望の高揚には､懐疑が引き続くのだった｡口数の多い陽気

さの発作の後､彼らは深い沈黙に陥っていった｡(61)

期待と恐れ､いわば躁鬱のような状態を繰り返すというフレデリックの心

の揺れは､その生の始原から､彼の内に刻み込まれているリズムのようなも

のと言えよう｡だが､それにしてもこうした内的動揺は､美人生においても

見受けられる､あの移り気な性格と言われるものの､単なる反映にすぎない

のだろうか｡確かに､ここでデローリエにも､同じ特徴が付与されているこ

とからも分かるように､この場面は､現実に存在しうる多少情緒の不安定な

青年の､典型像の一つが措かれているのだと言えなくはない｡しかし､少な

くともフレデリックに限って言えば､彼の内面の動きは､その過剰さ､ある

いはその特異さ故に､単なる現実にありうる心情の類型の一つには収まりが

たいものがある｡つまり､彼の心理の運動は､周囲のものの動きと､異常な

までに密接な関係を取り結ぶことになるのである｡

4GuぬVeF血b鴫上底血〃血〝∬〟加酬鴫GF･Fl弧m血on,1985,誠血n飴bliepar

Cland血eOo血ot-M耶¢b.以下､本論文で引用する『感情教育』のテキストは､すべてこ
の版を典拠とし､引用後に貢数を括弧内に示す｡
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｢ずいぶん大げさだな!｣フレデリックはおずおずした声で言った｡

｢何だって!そうさ!どうせ大賢だよ!｣芸術家は､テイルを拳固でご
つんと叩きながら大声で言った｡

この荒っぽい挙動のためにぎ若い男は揺るぎない気持ちになった｡確かにも

つと親切に振舞うこ･とはできるだろう｡しかし､もしアルヌーがその二枚の絵

を…

｢駄目だと思っているのなら､だろう!はっきり言いたまえ![…]｣(91)

芸術家ペルランは､自分の絵をこき下ろしながら､それを他人に高く売り

つけるアルヌーに憤るが､フレデリックねこの美術商を擁護する｡ここで､
最初は臆していた青年の気持ちが､一変したのはなぜだろうか｡ペルランの

荒々しい､不遜な態度に怒り､反発したからであろうか｡しかし､この一節

は､そう単純に結論づけることを許さない､不思議な印象を読む者に与える｡

まず､フレデリックの発した第一声､｢ずいぶん大げさだな!｣は､原文で

は､《Commevotnexag6rez!》という感嘆文であり､それを｢おずおずした

声｣で発することは､可能ではあるにせよ､表現に見合った適切な調子とは

言えないだろう｡さらに､確固たる自信を得たはずの主人公だが､その後に

続く自由間接話法での芸術家への反論は､次第にその語勢が弱まり､最後ま

で言い終わられることはない｡表現と､それを発する者の心理との､このよ

うな帝離は､ここでフレデリックの心を支配している薄弱な意志を､皮肉な

形で露呈させていると考えられる｡こうして､彼の確信に満ちた心持ちがあ

くまで一時的な､一過性のものにすぎないという事実が強調され､浮き彫り

にされることになる｡だが､たとえ一瞬にせよ､彼が確たる気持ちになった

ことは明らかである｡それが､ペルランの荒っぽい言動への心理的な反発の

結果であるなら､もう少し長く､その感情は持続してもよさそうなものでは

ないか｡いくら脆弱な意志とはいえ､なぜ､かくも簡単に思いが移ろってし

まうのか｡

だから､この若者がかりそめの大胆さを見せたのは､決して単なる感情的

な反発のみによっては説明されえない｡ここでフレデリックの心を揺るぎな

いものにしたのは､まさに芸術家の｢荒っぽい挙動｣､彼が断固たる態度でテ

ーブルを叩いたその衝撃そのものなのであり､したがって､そうした外部か

らの刺激に反応し､あるいはそれを吸収する形で､青年の内部に､類似の断

固たる思いが形成されたのではないだろうか｡まるで強く叩かれた机の振動

が､彼の肉体に､そしてそれを通して彼の内面に直接伝わったかのようであ

る0だが､机の揺れがすぐに静まってゆくように､フレデリックの確たる心
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もまた､すぐに萎えてゆく｡;のように､主人公の感じやすさ､繊細な性質

は､通常の限度をはるかに超えており､この高度に鋭敏な感覚こそ､彼を根
底から規定している特徴なのである｡それ故彼は､自分の感情すら､外的な

状況に依存せざるをえない｡後に青年が､社交界に入ってゆこうという何度

目かの決意をするとき､｢今肘をついているテーブルのように､自分の心がか

たいと感じ｣(1糾)ずにはおれないのだが､こうした比較がなされるのもま

た､彼に固有の感覚と決して無縁ではないはずである5｡いずれにせよ､先に

述べた､彼の心にその始原から刻印されている､振り子のような運動､生の

リズムは､現実の人生の反映(移り気)を意味する以上に､彼の感受性の特

異さと関係しており､この特質をはるかに告げるものだったのだ｡

フレデリックの皮膚は､外界の刺激に極度に敏感であり､周囲のものに過

剰に反応しては､彼の内面とその外部とを密接な関係におく､多孔質の膜の

ようなものだと言えよう0その肌は､望むと望まないとに関わらず､周囲か

ら発せられる刺激を､内部に浸透させる｡このような存在が､アルヌー夫人

の手を握るとき､その皮膚は最高度に感じやすいものとなり､あらん限りの

力で､愛する人の精髄のようなものを味わおうとするだろう｡

彼女は､フレデリックにも同様に手を差し出した｡と､彼は､自分の皮膚の

細胞一つ一つに､しみ通るようなものを感じた｡(99)

夫人の手と触れあったフレデリックは､まるで皮膚に細かな孔が開いてい

るかのように､女から送られてくる､えもいわれぬものの浸透に身を任せ､

これに陶酔する｡主人公は､こうして､初めて彼女の家を訪れることができ

た幸福感を､全身で感じており､また､これから彼女の家を自由に訪問でき

るという思いもさることながら､とりわけ彼を喜ばせるのは､今後､｢彼女の

雰囲気の中で生きて｣(99)ゆけるという希望である｡大切なのは､愛する人

の醸し出す雰囲気であり､そこに素肌をさらしつつ､身をもってこの甘美な

環境を生きることこそ､フレデリックにとって何よりの快楽なのだ｡こうし

て､愛しい人の存在は､この若者の感覚による変容を被り､彼の皮膚にしみ

込んでゆくにふさわしい､微細な物質のようにもなるだろう｡

この女性を凝視していると､彼は､あまりに強い香水を使ったときのように､

5このような､フレデリックの一種の物化については､ジャンヌ･ベムなど､幾人か

の論者が指摘するところである｡血meBem･α車即妙《祓血α血=e血新地ガ,

TBbingcn;GtnterNarrⅥ汀1喝Paris･BditionsJean-MichelPhce,1981,P.34.
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ぐったりとなるのだった｡それは､彼の気質の深みにまで沈み､全てのものの

感じ方､新しい生き方のようなものに香っていった｡(119)
】

愛する女性をじっと見?汐るこ雀､それは一般に､眼差しの主体の感情を
高める､至福の時を構成するものであろう｡だが､フレデリックにとっては､

それが自身の愛の進展を脅かす､危険なものにも転じかねない｡彼の視覚に

とって､アルヌー夫人はあまりに強烈な刺激であるため､まるで｢あまりに

強い香水を使ったときのように｣､この凝視は青年の神経を冒し､肉体の動き

を奪ってゆく｡ここで見受けられる香水のイメ｣ジは､決して単なる比喩に

おさまるものではない｡主人公の特異な視覚によって､夫人の肉体が実際に､

香水のような微細な物質に変貌したからこそ､あるいは少なくとも､彼女の

身体から､そうした物質が文字通り発散されているからこそ､それは若者の

皮膚を浸透し､その｢気質｣にまで影響を及ぼすことができるのである｡こ

うしてフレデリックの生は､その根底までアルヌー夫人の存在にとらえられ､

以後､何を見るにつけても彼女のことを｢感じ｣､思い出さずにはおれなくな

る｡つまり､彼女の｢雰囲気の中で生きる｣という､かつて彼が望んだ状態

が､｢新しい生き方｣として実現されたのだと貫えよう｡しかし､それは､常

に彼女の夢想に耽るばかりで､未来を切り開いてゆく行動が伴わない､極度

に受動的な生き様でしかない｡その特別な感覚ゆえに､フレデリックの凝視

はここで､夫人への積極的な働きかけを妨げるものとなってしまうのである｡

身体的再生産

以上のことから分かるように､特殊な感受性を持つフレデリックであるか

ら､彼と世界とが取り結ぶ関係も､非常に独特のものとならざるを得ない｡

こうして､自らの独善的な芸術論を披渡する､ペルランの言葉に耳を傾ける

ときに発挿されるのも､主人公独自の世界の感じ方である｡

彼[ペルラン]は､フィディヤスやゲインケルマンについて､滑々と独断的

な意見を述べた｡周りにある物が､彼の青葉の力を強めていた｡すなわち､祈

祷台の上に解熱がおいてあり､トルコの剣や修道士の服があったのだ｡フレデ

リックはその服を羽織った｡(紬)

青年は､芸術家の住まいにある､周囲の事物が有する力に敏感で､まるで

それが目に見えるかのようである｡この力が働けば､ペルランの眉唾物の話
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すら､フレデリックにとっては説得力を増してしまう｡注目すべきは､この

とき､彼が､芸術家の言葉の力を強めていると感ずる修道服を､羽織らずに
はおれないという事実である｡まるで､物の持つ魅力､あるいは磁力のよう

なものに引かれ､自分もその恩恵に与りたいと思ったかのように｡そして､

ここに見られるような､ペルランの言葉と事物の力とは､やがて､(それは既

に触れた､青年が最初にアルヌー夫妻を訪問する場面であるが､)フレデリッ

クに奇妙な現象を体験させることになる｡

そして､彼が自分の熱狂した気持ちを抑えがたくなったとき､ペルランが大

声で話した｡

｢あなたたちの言う忌まわしい現実の話など､私にしないでくれ!現実とは

どういう意味ですか｡ある者は黒く見､またある者は青く見､大衆というもの

は愚かしく見る｡ミケランジェロほど自然から程遠いものはないが､あれほど

力強いものもないのです!外的真実に気を使うことが現代の低劣さを示してい

るのです｡[…]｣

フレデリックは､これらの話を聞きながら､アルヌー夫人を見ていた｡それ

らの青葉は､金属が大かまどに落ちるように､心に落ちてゆき､彼の情熱に加

わり､愛を作るのだった｡(9`-97)

この一節は､愛するアルヌー夫人とともにいることの幸福感のために､ど

んなにつまらぬ話でも､主人公は面白く感じられたという類の､現実にも起

こりうる現象が､多少なりとも豊かなイメージをもって描かれている場面で

はない｡彼の感覚の特異性に着目してきた我々は､この箇所を文字通りに読

まねばならないだろう｡すなわち､初めて招待された夫人の家で､皆の座談

を聞くうちに､フレデリックの心は熱狂してくる｡この熱い気持ちは､彼の

感覚による内的作用を受け､燃え上がる炎のようになり､そうして聞く芸術

家の言葉は､彼にとって金属のような物質以外の何ものでもない｡それがい

わば原料として､青年の熟せられた｢心に落ちてゆき｣､そこで溶解し､遂に

は彼の眼差しの対象である､夫人への愛へと結晶化したのである｡こうして､

一時｢価値の下がった｣(92)感じがしたアルヌー夫人を､フレデリックは再

び､また一層愛するようになる｡ここでは､彼の周囲のもの､すなわち周り

から聞こえてくる言葉の物質性によって愛が生じており､まるでペルランの

レアリスム批判の理論(それが真に正当なものかどうかは別として)を､主

人公が身をもって実践しているかのようである｡こうして､この場面は､我々

の実際に生きている現実とは程遠いものになっているのだ｡

ところで､既に見たように､以前は､外的な事物がペルランの言葉の力を
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強めていた｡そうした物の魅惑的な力に引かれたフレデリックが､今やペル

ランの言葉自俸を物のように感じ､そ動捌こよって､愛が生み出され､強め

られているという事実は､蕃らに興味深い考察へと我々を導く｡つまり､こ

の若者は､過去に生きたこセ(ここでの場合､かつて感じた物の力)を､無

意識のうちに､自らの身体をもって再現しているとは言えないだろうか｡そ

して､こうした再現への噂好もまた､心の移ろいやすさとともに､主人公の

コレージュ時代から見られる特質なのである｡

中世の劇を読んだ後は､回想録に手をちけた｡フロワッサール､コミーヌ､

ピエール･ド･エストワール､プラントームなどである｡

これらの読事によって心にもたらされた種々のイメージが､あまりにしつこ

くつきまとうので､彼はそれらを再現した1､と感ずるのだった｡彼は､いっか､

フランスのウォルター･スコットになるという野心を抱いていた｡(朗)

若い頃､フレデリックは､ジャン=ピエール･リシヤールならば｢大食症`｣

とでも呼ぶであろう食欲さで､本を食り読む｡そのとき彼は､読書の内容を

岨囁､消化､吸収し､自分のものにしてゆくというよりは､書物より得られ

たイメージにとり憑かれ､それをそのまま紙の上に｢再現したい｣と思うこ

としかできない｡青年は､小説の起源からして既に､自分が受け取ったもの

を､再び生みだそうとせずにはおれないという､不思議な性質を付与されて

いるのである｡こうした､いわば単純な模倣､反復によって､新しい作品が

生産されるはずもなく､彼はだから､｢フランスのウォルター･スコット｣ど

ころか､一編の小説すら書きあげることはないだろう｡

フレデリックのこのような再現への偏向が､彼の特異な感覚と緊密に結び

ついたときに出兵する不思議な現象は､既に幾度か言及した場面､すなわち､
アルヌー夫妻の家に初めて招待された場面の直後にも見ることができる｡

彼は､もう環境も､空間も､何も意識していなかった｡そして､地面を塵で

蹴り､ステッキで店の鎧戸を叩きながら､ただずっとひたすら､どこへともな

く､夢中になって､引きずられて､歩いてゆくのだった｡湿った空気が彼を包

んだ｡気付くと､河岸にいた｡

街灯が果てしなく､まっすぐ二列に灯っていて､真っ赤な長い焔が水の深み

に揺らめいていた｡[…]

彼は､ボン･ヌフ橋の真ん中で立ち止まっていた｡そして､帽子を脱ぎ､胸

6Jean･PierreRichard,((LacriationdelaformechezFlauber(》,inL肋hLTeetSensqtion:

ShmdhalnbzLbert,Seuil,COll.《PoiJltS》,1990,pp.139-14l.
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元を広iヂて､空気を吸い込中のだった｡その間､自分の奥底から､眼下の波の

動きのように､何か嬉々として尽きないもの､全身を陶然とさせる溢れ出る愛

情が､こみ上げてくるのを感じていた｡教会の大時計が､ゆっくりと一時をう

ったが､それはさながら､彼を呼んでいる声のようだった｡

その時彼は､人を一段高い世界に運ぶように思える､あの魂の戦慄の一つに

とらえられた｡途方もない能力が､そのめざす対象は分からなかったが､彼に

生じていた｡[…]

顔が鏡に映っていた｡彼は自分を美しいと思った｡-それで､しばしの間､

自分の顔にじっと見入った｡(99-100)

夫人の家を後にしたフレデリックは､彼女と握手できた喜びや､彼女の雰

囲気に生きることができるという希望に胸満ち､何かに｢引きずられ｣るよ

うに歩いてゆく｡次いで､周囲の｢空間｣が意識から消え去るほど､夢見心

地だった彼の皮膚に､湿った空気が突如まとわりつく｡そして､セーヌ河か

ら送られてくるその空気を､思い切り吸い込んだとき､まるで河の｢波の動

き｣を模倣するかのように､彼の内面に愛情の波がこみ上げてくるのである｡

それはまた､この直前に夫人の家で､ペルランの言葉を体内に取り入れて愛

を作り出した､主人公の身体作用の幸福な反怨でもあろう｡彼をうっとりと

させ､自分の顔を美しく花咲かせる､心情のこうした豊かな泉に､彼の内的

感覚までもが変容し､わずかな時間が永遠の時へと引き延ばされるかのよう

である7｡だが､こうしたフレデリックの幸せは､真に永続するものなのだろ

うか｡彼は自分が高次の世界に生まれ変わったと思うが､それはあくまでそ

う思えただけのことで､真に生まれ変わった訳ではないのではないか8｡実際､

内から頼る力､身に備わったかに見える何らかの能力も､彼にはその向かう

べき対象､使うべき用途が分からない｡彼がここで画家になろうと決意した

のも､絵を措くことそのものが目的なのではなく､ただ｢アルヌー夫人に近

づく｣(100)ためでしかないのである｡フレデリックの幸福感は､あくまで

周囲のもの(ここでは河の運ぶ空気や､波の動き)の作用によって生じたの

7時計の一打ちが､ゆっくりであるはずがないと､この箇所の訂正をマクシム･デュ･

カンはフロベールに勧めた｡小説を校正する際､この友人の意見を尊重した作者では

あったが､上の要求は退けることになる｡それはやはり､ここで小説家が､真実らし

さよりも､フレデリック独自の内的感覚の表現こそを重視したからではないか｡なお､

デュ･カンの『感情教育』への意見に関して臥以下のものを参照のこと｡pi町e-Geo喝eS

Castex･naubert:L助catio17SehtiT"enLale,SEDES,1989,pP.211-217.

8この引用箇所に暗示されている皮肉な嗣子に関しては､以下の論文で､ミシェル･

レイモンが簡潔に指摘している｡Mid帽1■R町m皿d,《Le血isme叫je慮fdms
エ慾血相血〝∫朗伽g肋血》舟加〟虚血ゐ叫Seuil,0011･《P血如,1983,p.102.
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であり､その外的なものを身体が模倣し､再現する形で､青年の内部に愛の

泉が生み出されたにすぎない｡したがすて､こうした幸福は､わずかな状況

の変化によってもすぐに消え去ちてしまうような､極めて脆い感情でしかな

いだろう｡実際､この後ス.レデリックは､少しも進展しない恋に失望するほ

かはない｡

身体的想起と再現

自分の味わった幸福が続かず､惨く消え去ったとき､人はかつてのその充

実した時間に執着し､これを懐かしむ｡追憶と呼ばれるこうした行為は､手

に入れたはずの幸せが､すぐに逃げ去ってゆくフレデリックの生においては

特に､頻繁に繰り返されるものとなるだろう｡しかし､通常の追想と違って､

彼の特別な感覚はここでも､自身の思い出を不恩義な色合いに染め上げるこ

とになる｡

その歌詞は､フレデリックに､あの船の外輪の間で､ぼろを着た男がうたっ

ていた歌を思い出させた｡彼の眼は､無意識のうちに､自分の前に広がってい

る､女の着物の裾に引きつけられていた｡歌の節の終わりごとに､長い休止が

あった｡-そして､木々の間にそよぐ風は､波の音に似ているのだった｡(125)

なかなか報われないアルヌー夫人への想いに絶望し､悲しみに沈む主人公

は､ダンスホールで遊んでいてもなかなか楽しめない｡そのとき､耳に聞こ

える歌は､夫人と最初に出会った船上での出来事を彼に思い出させる｡かつ

て青年は､船の甲板の腰掛に座っている夫人の周りに､｢いくつもの襲になっ

て広が｣(51)る着物に見入らずにはおれなかった｡その印象があまりにも鮮

烈であったため､今､彼の眼は､当時の動きを､｢無意識のうちに｣繰り返さ

ずにはおれない｡そして､彼の感覚そのものが､まるで過ぎ去った幸福を覚

えているがごとくにこれを懐かしみ､その時に聞こえていた河の波の音へと､

木の葉のざわめきを変容させるのである｡追憶とは､過去に生きた出来事を､

自分の脳裡のうちに再現､反復することであろう｡だが､ここで過去の体験

を回想しているのは､フレデリックの精神だけではない｡それに加えて､彼

の身体もまた､その特異な感覚と再現への嗜好とによって､かつての至福の

ひと時を想起しているのである｡こうして､過去に生きられた舞台が青年の

周囲に現出する｡まさに彼は､懐かしい過去を､現在のこの時に再び作りだ

し､それを肌で感じようしているのである｡身体による過去のこのような再
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生産は､ダンスホールからの帰り道､さらに変奏されてゆく｡

寛がつくと彼は､コンコルド橋の上にいた｡

その時､前の冬のあの夜を彼は思い出した｡-あの時は､彼女の家からの初

めての帰り道､立ち止まらずにはおれなかったが､それほど､希望にしめつけ

られて､胸の動悸が速くなっていたのだった｡今ではすべての希望が消えてし

まった!

月の面を､暗い雲が走ってゆく｡彼は､天空の広大さ､人生の惨めさ､一切

の虚無を思いっつ､その月を眺めた｡日が射した｡歯がかちかち鳴っていた｡

そして､半ばぐったりとまどろみ､霧に滞れ､涙にくれながら､なぜひと思い

に命を絶ってしまわないのか､と心に問うた｡ひとつ身動きすれば､もうそれ

でいいのだ!額の重さが彼を引きずり､自分の死体が水の上に漂うのが見える

のだった｡フレデリックは､前に身を傾けた｡欄干の痛が少し広く､それを乗

り越えようとしなかったのは､ただ疲れていたからであった｡(129)

悲しみに打ちひしがれ､街を彷復うフレデリックは､いつの間にかコンコ

ルド橋の上にいる｡その時､かつて初めてアルヌー夫人の家に招待された晩

餐会の後､今と同じようにボン･ヌフ橋の上に立ち止まったことを､彼は思

い出さずにおれない｡二つの場面の反復構造は､多くの論者の指摘するとお

り､明らかであろう9Qしかし､橋の上に立つという状況は類似しているが､

フレデリックの感情は､以前とは対照的に､｢すべての希望が消え｣さり､苦

渋に清ちている0彼の眼は､そのうち自然と空の方に向かう｡まるで､囁境
も､空間も､何も｣意識できなかったほどのかつての恍惚感を､無意識のう

ちに懐かしむかのように○しかし､見出されるの臥そうした周囲の事物の

官能的な消滅とはかけ離れた､広大な世界一切の｢虚無｣でしかない｡この

無は､かつての陶酔の劣化した反復以外の何ものでもないであろう｡またこ

こで､｢半ばぐったりとまどろみ｣､意識を失いつつある青年とは､｢どこへと

もなく､夢中になって｣歩いた､過去の忘我の境地を､虚しく再び生きよう

としている者の､あわれな姿にほかならない｡そして､さらには､ここで彼

がとらわれる自殺廟望も､単なる絶望のみから生じたものではないだろう｡

なぜなら､フレデリックは昔､希望に燃え､何かに｢引きずられ｣るように

して歩いていたが､まるでいまだその運動が持続し､彼･の身の上に働いてい

9例えば､ジョエル･グレーズは､霧や物音といった､状況の類似のほかに､かつて

は鍬こ､ここでは死体として水の上に､■自分の姿を映すという､フレデリックの行動

の反復なども指掃している｡JoelleGleise･《Led朗如tdelignedroite",inLittdrwuTY,n｡15,
OCtObre1974,p.糾.
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るかのように､彼は｢額の重さ｣に｢引きず｣られ､自殺しようとしている

からである｡青年の肉体そのものが､画素を想起し､再現しようとしている

ことが見てとれよう10｡フ叱ヂりぷクの独特な身体感覚と､それに密接に関

わる再生産への傾向とは､.･■記憶にまで深い影響を及ぼすほど､その生を根底

から規定し､統御レているのである｡よって､フレデリックが時々感ずる束

の間の幸福にさえ､過去の影は色濃く投影されてしまうだろう｡悲しみに沈

む青年を立ち直らせる､サン･クルーの別荘で開かれた､アルヌー夫人の誕

生会の場面がその例である｡

彼らは､周りで話されていることについて会話した｡彼女は雄弁家を褒め称

える?だった｡彼はと言えば､作家の栄誉の方を好んでいた｡だけど､と彼女

は言葉を継いだ､自分でじかに大勢の人たちを感動させ､自分の心のあらゆる

感情が､彼らの心に伝わるのを見れば､もっと強い蕃びを感じるに違いない｡[…]

彼女は､恋から生じた不幸には同情したが､偽善的な卑劣さ･には憤慨するのだ

った｡そして､こうしたまっすぐな心は､彼女の顔の端正な美しさと､あまり

に結びついていたので､まるでその心は､この顔の整った美しさから生じてい

るように思われた｡

彼女は､時々､しばしの間彼を見つめながら微笑んだ｡それで､彼は､水底

にまで沈んでゆく豊かな太陽光線のように､彼女の眼差しが自分の魂にしみ透

ってゆくのを感じるのだった｡彼は､下心もなく､見返りを期待する気持ちも

なく､一心に彼女を愛していた｡そして､感謝の心による衝動にも似た､言葉

を詰まらせるそうした熱情にとらわれて､彼は相手の額を､口づけの雨で覆い

たかった｡その間､ある心の息吹が､彼をまるで自分自身の外へと運び去るよ

うに､高揚させるのだった｡それは､自己犠牲の気持ち､即座に献身したいと

いう欲求であって､満たしえないだけに､一層俄烈なものだった｡(136-137)

愛する人の言葉は､時として､人の人生を変えてしまうほどの､決定的な

影響力を持つことがあるのかもしれない｡好きな人に気に入られたいという

ただそれだけの気持ちから､相手の希望を受け入れずにはおれないのである｡

だが､こうした､美人生でもありうるような､ごく普通の体験ですら､フレ

デリックによって生きられれば､それが特異な経験へと変容してしまう場合

10アンドレ･ヴィアルは､橋の欄干によって妨げられるフレデリックの自殺が､バル

ザックの『谷間のゆり』における､フェリックスの体験と類似していることを指摘し

た｡そうすると､この一節は､『感情教育』外部のテクストの再生産というテーマへと､
我々を誘う可能性をも秘めていることになるだろう｡And痛Ⅵal,《F加b叫血uleet

disciple血IamipideBaLzac:L庖血catioT"en伽e血Lb》,inRevued触Lo加IkLbTa鹿血Za

伽〝α,j山11由一S甲t¢mbr¢1948,p.244.
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もある｡ここで彼は作家に心が傾くが､アルヌー夫人は､自分の心を自在に

大衆に伝え､彼らを動かすことのできる弁論家の方を好む｡この夫人の言葉

に影響されるような形で､青年はこの後､雄弁家を目指そうとするのだが(無

論､その夢が果たされることはない)､愛する女性の影響力はそれだけにはと

どまらない｡すなわち､この一節において､若者が夫人の微笑を身体全体で

受けとめるとき､彼女の眼差しは､彼の皮膚をそのまま浸透してゆく｡まる

で､かつてボン･ヌフ橋から見た､｢水の深みに揺らめ｣く､街灯の｢真っ赤

な長い焔｣.の一つが､彼の体内で時の流れを経て変容されつつ､蘇ったかの

ように､身体にしみ込む夫人の眼差しは､水底にまで差し込んでくる太陽光

線のようである｡そして､これはまた､ペルランの言葉がフレデリックの心

に､金属のように｢落ちて｣いったこと､あるいは､彼の甘美な凝視によっ

て､夫人が気化し､まるで散りばめられた香水のように､彼の気質の深いと

ころにまで｢沈｣んでいったことなど､昔身体に生じた内的下降運動の反復

でもあろう｡そうしたときに彼の魂が感ずる､腹蔵なき純粋な愛こそ､まさ

に､夫人の眼差しを内部に取り入れることによって伝えられたもの､つまり､

彼女の｢まっすぐな心｣の反映ではないか｡だから､ここで他人に自分の心

情を吹き込み､それを動かす雄弁家になっているのは､フレデリックではな

く､アルヌー夫人の方なのである｡彼の特異な感覚は､愛する人の望みを､

自らの人生において実現することを許さない｡弁論家になればという夫人の

言葉､暗黙の要請は､彼の身体器官の作用を介して､夫人自身の身の上に､

操れた形で具現化されてしまったのである｡

太陽光線のような夫人の眼差しの熟によって､温められたフレデリックの

心の泉は､充溢感にみなぎり､そのお返しに彼女の額に降り注ぐ､接吻の｢雨｣

へと変わろうとする｡そして､それに伴なう､心に吹く風のような上昇運動

は､ボン･ヌフ橋でのときと同じように､フレデリックを｢自分自身の外へ

と運び去る｣ほど高揚させ､また､彼の心を強烈な自己奉仕の願望へと向か

わせるのである｡だが､こうした施しへの欲求の中にもまた､過去の痕跡が

見受けられる｡すなわち､小説冒頭にてフレデリックは､夫人との運命的な

出会いによる､｢ほとんど宗教的な心の動き｣(52)に促され､船上で歌をう

たったぽろを着た男に､一ルイ金貨を施していたのだった｡

愛情の間欺

このように､周囲の状況の作用を受けながら､過去に生きた体験を繰り返
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さずにはおれない主人公は､その体内が水に溢れ11､内的な風が心に吹き上

がるという､先に見たイメージからも分かるように､自然の一部､あるいは､

植物のような存在であるのかもーし凱ない｡

子供たちの笑い声が､絶え間ない噴水の音とともに､聞こえていた｡

フレデリックは､さっきまで､デローリエの味わった苦痛のために､困惑を

感じていたのだった｡しかし､血管をめぐる酒の影響で､半ばうとうとと､麻

痩した心地になり､また､光を顔いっぱいに受けているため､官能的なまでに

茫然自失となった底なしの幸福感しか､もはや感じていなかった｡一熟と湿り

気に飽満した植物のように｡(1析)

フレデリックの肌は､｢植物のように｣､周囲の環境と親密な関係を取り結

ぶ｡噴水の方から来る､湿った空気を彼の皮膚は吸収し､その摂取された水

分は､酒とともに彼の血管を循環する｡そして､燦々と照りつける太陽の光

は､かつて体験した､水中に射しこむ日光のようなアルヌー夫人の眼差しの

ように､水分で充満した若者の体内へとしみ入るのである｡彼の内的環境は､

水に潤され､熱に温められ､その結果､陶然とした忘我の境地が生みだされ

ている｡外的な環境の影響はここで決定的であり､その力は彼に､友人デロ

ーリエの苦悩への同情心をも､いとも簡単に忘れさせてしまうほどである｡

つまり､フレデリックが抱く友情の背後に轟く偽善的なものが､ここでは単

なる心理描写によってではなく､外的世界の働きかけによって､白日の下に

さらされているのだ｡心理の動きまでもが､周囲の環境にすぐに左右されて

しまうという､主人公の特異な俸質｡この植物のような身体に､十分な滋養

が与えられ､必要な環境が整えば､彼は活力に譲り､愛の幸福感に満ちてき

た｡しかし､逆に､それらのものが奪われれば､彼は悲しみに萎れ､絶望感

に打ちひしがれてきたのである｡周りの世界の動静に従って起こる､このよ

うな心情の間歌12こそ､フレデリックの生を覆う本質的リズム､すなわち反

復であり､それは彼の人生を一貫して深く蝕んでいるのである｡

実際､これまでの考察からも推測できるように､フレデリックのアルヌー

夫人に対する恋慕は､常に情熱に満ち溢れているような､恒常的なものでは

‖『感情教育』における､水のイメージと､その意味作用については､以下の論文を

参照のこと｡Bem打dM独0払《L,e弧銃Iesr飢嘲血sエ血路如乃脚伽g加ゎ》,h血叩ち

m04$5■87,5eptemb托-nOVembre1969.

Ⅰ2フロベールは､小説執筆の初期の段階から既に､主人公の愛の｢間軟｣的な性格を

構想していたことが､シナリオ岬01io38柁CtO)によって窺える｡

77



ない｡それは､ちょっとしたきっかけですぐに､あるいは揺らぎ､あるいは

消えてしまうことは､よく知られるとおりである｡例えば､小説第一部､三

章で､ある晩､彼は劇場で喪章をつけたアルヌーを見かけ､夫人が死んでし

まったのではないかという危倶の念に駆られる｡翌日､夫人が元気であるこ

とを知らされたフレデリックだが､その後､故郷に帰ったりしているうちに､

｢アルヌー夫人に対する大切■な恋は消え始め｣(74)てしまうのである｡同様

に､第一部の終わりにて､やはり故郷に帰った主人公は､｢田舎に慣れ､そこ

に溶けこんで｣(150)ゆき､その愛は｢喪の穏やかさ｣(150)を帯び､夫人

も｢死んだ人｣(151)のように彼には思えてくる｡こうして､植物のような

存在にとっての環境の変化は､重要で決定的な意味を持ち､その感情の波を

統御してゆく｡

フレデリックは､痙聾するばかりの喜びを期待していたのだった｡-しかし､

情熱は場所が変わると挙れるものである｡それで､かつて親交を結んでいた環

!割こ､アルヌー夫人をもはや見出せないため､彼女は何かを失ったように､ど

ことなく品位を落としてしまったように､つまりは同じ人でないように彼には

思われるのだった｡(163)

田舎に長いこと滞在している間に､住居が変わってしまっていたアルヌー

夫人を訪ねたとき､フレデリックは､何よりもまず､その環境の変化に敏感

に反応せずにはおれない｡かつて彼は､夫人の｢雰囲気｣に生きることを望

んだように､愛する人とその周囲とは､彼の意識にとって不可分の関係にあ

る｡青年の愛は､それが育まれる場所､世界と切っても切り離せないものな

のである｡時には､夫人の周囲の事物が､｢彼の心をとらえ､彼の愛情を募ら

せ｣(106)ることができるのも､そのためである｡だが､ここで､これまで

親しんできた外的環境と夫人との関係が､ふいに絶たれたとき､存在の内的

環境はその変化に対応できず､深い動揺を被ってしまう｡つまり､場所が違

えば夫人の同一性が揺らいでしまい､フレデリックはかつてのように､彼女

を美しいとは思えないのである｡こうして彼の愛情は､まるで水分や日光の

乏しい環境に適応できない植物のように､｢萎れ｣､枯れてゆくしかない｡し

かし､そうした周囲の世界の変化にもやがては慣れ､適応してゆく植物のよ

うに､フレデリックの感情もまた､その活力を廷らせるだろう｡

そして､彼女の瞳の奥には､無限の優しみがあった｡彼は､かつてないほど

強い､大きな愛に再びとらえられた｡つまり､それは､彼をしびれさせる凝視

であったが､彼はそれを振り払った｡(191-192)
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アルヌー夫人の新居を再度訪れたとき､フレデリックは激しい愛情の達り

を感ずる｡彼の心には愛の泉が再び湧漕あがり､その甘美な水は全身をとろ

けさすかに見える｡だが､′-主人今のこうした感情の高揚も､あくまで心情の

間歓､愛情の反復のリズ盗という､彼の生を律する法則に則って生じたもの

であり､新たな愛の段階に移行したとは決して言えないだろう｡確かに一見､

青年の抱く｢かづてない｣強い愛は､彼の人生の､新しい局面の始まりを告

げるものとも思える｡しかし､｢再びとらえられ｣るという表現が､その劇的

効果を密かに弱めていることに着目せねばならない｡ここでもまた､過去は､

現在の幸福感にその影を投げかけているのである｡事実､フレデリックをこ

のようにしびれさせる凝視を､我々は既に見たことがあるのではないか｡つ

まり､強い香水のように彼をぐったりさせた､あの凝視である｡また､ここ

で夫人の瞳に湛えられる優しさも､サン･クルーでの誕生会にて､フレデリ

ックに微笑みながら投げかけられた､あの眼差しを我々に思い起こさせる｡
実際､引用した一節は､彼が､その誕生会のことを､夫人に思い出させた直

後に位置するものなのである｡さらには､この場面の後､彼は､｢施し｣(192)

をしたいという気持ちに駆られるが､これも既に述べた､小説冒頭の場面な

どの繰り返しのように思える｡以上のことから考えると､ここで､フレデリ

ックが新たな世界に順応したと言うよりは､彼の特異な感覚が新たな奔境を

変質させ､過去に生きた状況に､彼を戻そうとしていると言った方が､より

適切なのかもしれない｡

夢と反復

フレデリックの特殊な感受性は､絶えず過去を現在に投影させる｡このよ

うに反復される過去にあたるものが､夢で見た出来事である場合､人はそれ

を正夢と呼ぶかもしれない｡だが､そうした体験も､フレデリックによって

生きられるとき､単に正夢と言うだけでは不十分な､豊かで興味深い現象に

なる｡それはどのようにしてか｡以下､その過程を見てゆきたい｡

通産相続の報せを受けた彼は､小説第二部の冒頭にて､故郷から意気揚々

とパリに帰るとき､まるで馬車の揺れに促されるように､眠りにおちいる｡

だが､少しずつ､希望や思い出､ノジャン､ショワズール通り､アルヌー夫

人､母親､すべてが混じり合うのだった｡(156)
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意識が次第に腐鹿となる中､フ㌣デリックは､アルヌー夫人に会えるとい

う未来への期待や､故郷ノジャンで過ごした思い出など､すべてが渾然とな

るのを感ずる｡これは､単に､彼がうとうとと眠りに落ちていったという事

実のみを意味するのではない｡なぜなら､この眠りにおける混乱は､この後､

不恩義な形で繰り返されるからである｡

それから､彼は､後頭部に耐えがたい痛みを覚えながら､寝床に入った｡そ

して､のどの渇きを癒すために､水差し一杯の水を飲んだ｡

別な渇きが生じていた｡それは､女､贅沢､そして､パリの生活が与える一

切のものへの渇きだった｡彼は､船から降りた人のように､頭が少しぼおっと

なるのを感じていた｡そして､うとうとし始める時の幻覚のうちに､市場の女

の居､荷揚げ人夫の女の腰､ポーランド女のふくらはぎ､未開人の女の髪など

が､絶えず往復するのが見えるのだった｡次に､舞踏会では見なかった､二つ

の大きな黒い眼が現れた｡そして､蝶のように軽やかで､松明のように熱烈な､

それらの眼は､行ったり来たり､震え､天井近くの壁にある装飾にまで上がり､

彼の口もとまで下りてくるのだった｡フレデリックは､その眼が誰のだか見分

けようとするが､なかなかできないでいた｡だが､既に夢の境であった｡自分

が､アルヌーの側に､辻馬車の韓につけられて､マレシヤールが自分に馬乗り

になり､金の拍車で腹を裂いているように､彼には思えるのだった｡(183-184)

田舎からパリに帰ったフレデリックは､既に見たように､引っ越し後のア

ルヌー夫人に幻滅したが､そんなとき､アルヌーから､その愛人ロザネット

(マレシヤール)の家の舞踏会に誘われる｡この場面は､そこから帰宅した

後のことである｡故郷からパリに向かう馬車の中で､主人公は､セーヌ河か

ら発散するひんやりとしたもの､彼には｢恋の芳香と知的な霊気｣(157)を

含んでいると思われるパリの空気を､思い切り吸いこみ､味わっていた｡ま

た､ロザネットの館で彼は､｢まるであたり一面に広がる接吻のように循環し

ている､女のかすかな香り｣(172)を吸収することができた｡まるで､その

味を思い出したかのように､青年は女など､パリの生活がもたらすはずのも

の一切を渇望せずにおれない｡こうした渇きは､次に､ロザネットの家で彼

が見た女たちへと向けられる｡そこでは､ワルツの｢次第に加速し規則的に

なる､めくるめく旋回運動｣が､彼の頭に､｢一種め酔い心地｣(175)を伝え､

そのために､市場の者や荷揚げ人夫に仮装して錬る女たちと､それとは｢別

のイメージ｣(175)､つまり様々な風景とが結びつき､重なり合うという､幻

覚を見させていた｡それがここでは､眠気によって引き起こされる幻視によ

って､舞踏会で､｢それぞれの美しさの種類に特有の刺激｣(175)を放ってい
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た､それらの女たちの､交錯する運動が､フレデリックの記憶に廷るのであ

る｡さらに､女の肉体の断片が入り交肪る､ダンスの旋回にも似たこの動き

は､舞踏会には見当たらなかづもしかし､誰のものなのかフレデリックに
は分からない､二つの眼野運動を誘発する｡だが､この眼こそ､パリへ向か

う馬車の中では､燦然と廟いて見え､｢彼にとっては太陽とも思われた二つの

眼｣(157)､すなわち､アルヌ｣夫人の眼なのである｡女性一般への欲望が､

舞踏会のなまめかしい思い出を想起させ､それは､パリに戻るときの主人公

の希望であった､夫人との恋を彼に忘れさせようとする｡そして､最後に夢

の中では､舞踏会でダンスの旋回をするたびに､その｢金の拍車の端で､フ

レデリックを危うくとらえそう｣(176)だった､ロザネットに彼は馬乗りに

される｡通産相続が決まったとき､彼は鳩覚のような鮮やかさ｣(151)で､

アルヌー夫人と｢四輪馬車｣(151)に乗る日々の連続を期待していた｡しか

し､今やその幻覚は､別の幻覚の作用によって変質し､かつての希望に､ロ

ザネットの強烈な思い出が､奇妙な仕方で混じり合う｡青年は､自分が馬車

に乗るかわりに､それに繋がれた馬になり､そして､その馬車に乗る人も夫

人ではなく､ロザネットであるような､そういう夢をここで見ているのであ

る｡

このフレデリックの夢は､以後､彼の人生を跨定的に支配することになる｡

実際､アルヌー夫人とロザネットの家を頻繁に訪ねるうちに､青年の二人へ

の愛は｢次第に混じり合って｣(202)ゆく｡しかもこうした混同は､｢両者の

住居の類似｣(202)によるものであると､環境の､愛への影響がここでも強

調される0その結果､彼は､二人の女の区別がつかなくなるときすらある｡

｢どうして君[ロザネット]は､僕を苦しめるんだい?｣彼は､アルヌー夫

人のことを患いながら言った｡(273)

こうしたフレデリックの混乱､愛の混同臥ワルツを踊りながら回転する

女性たちの幻影が入り交じる中､アルヌー夫人にとって代わるロザネットと

いう､彼の見た夢の実現､つまりはその再現へと着実に向かってゆく｡こう

した現象は､青年の意識的な行為ではなく､あくまで､外からの働きかけに

よって引き起こされるものであり､外的条件に動かされずにはおれない､彼

の特殊な感覚のなさしめるものである｡この影響力をはねのけることがフレ

デリックに可能なのだろうか｡

オートウイユの別荘にて､夫人と幸せな逢瀬を楽しんだフレデリックは､

その後自分の愛を完全なものにしようと思い､パリの通りを二人きりで歩き
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たいと夫人に申し出る｡

それで､彼は､一度､冬の黄昏時､宴のかかった日に､二人いっしよに外出

したことを彼女に思い出させた｡今はもう､それはすべて遠い昔のことだ!彼

女に恐れもなく､自分に下心もなく､周りに邪魔な人もいないで､みんなの前

に､自分の腕に寄りそって出て行って､どうしていけないのですか?(343-344)

フレデリック自らの意志で､かつての幸福な体験を繰り返そうとするとき､

それが外からの作用によって動かされていないだけに､同じ反復という現象

を目指しながらもうまくゆかないだろう｡実際､ここでの約束は､アルヌー

夫人の子供が突然病気になったために､実現されることはないのである｡こ

の場合､環境と同じくらい重要な外的要因かもしれない､偶然という要素が､

若者の自発的行為の完遂を妨げたことになるであろう13｡いずれにせよ､フ

レデリックの運命が､自らの意志ではなく､外的条件に委ねられているとい

うことは､間違いない｡約束を破られた彼は､｢若さからくる反発｣(352)の

思いに駆られて､ロザネットのもとに行き､夫人の為に用意していた部屋に､

彼女を身代わりに連れ込む｡結果､あと一息で恋人となるはずだった夫人の

代わりに､ロザネットが青年の愛人となるほかはないだろう｡だが､彼のこ

の反発心さえ､かつて､ロザネットの家での舞踏会の際に､｢彼の気に入るよ

うにしつらえられた環境｣(172)に居ることにより突然心に起こった､｢若さ

の反抗｣(172)と同じ衝動の反復にすぎない｡こうして主人公の見た夢は､

彼の身体によって忠実に再現され､現実のものとなったのである｡フレデリ

ックにとって､その運命の狂いの最たるものの一つであろう､ロザネットに

ょる夫人の代用という出来事も､つまるところ､彼の感覚の特異性がその原

因であったのだ｡

結語

フレデリックは､彼の生きる世界とあまりに深く関係を持ってしまうため

に､その世界に生起する様々な外的条件に､常に左右されずにはおれない｡

こうした､あまりに敏感すぎる彼の感覚は､その生の基本的リズムである反

t3この小説における､偶然の果たす役割の重要性については､以下の論文を参照のこ

と｡JeanBnme恥,《Le始1e血b甜d血鮎上悠血甜如〝甜〝血跳ね由》,h£叩ちn04$5胡7,

SePtembre･nOVembre1969･
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復という現象を､自身の身の上に引き起こす｡だが､ともすれば退屈な単調

さに陥りかねないこの運動を､ダイヤミックなものにしているのもまた､主
人公のこの特異な感覚にほかならないことは､身体全体を用いてなされる､

過去に生きた体験の再現などの事実を見れば明らかである｡その時々によっ

て様々な展開を見せ岳二この変容する反復こそ､『感情教育』の魅力の一つで
あろう｡

また､フレデリックの受動性については､既に多くの論者が指摘するとこ

ろである｡しかし､そうした彼の意志の弱さが､単なる心理的､性格的な間

題には還元されえないものであることも二明らかになったかと思う｡実際､

彼は常に受け身な姿勢でいる訳ではなく､時には明確な意志をもって行動に

移る､あるいは移そうとする場合もあるのである｡しかし､そうした行為の

達成をも妨げる､何らかの外的な条件の影響を､常に被ってしまわざるをえ

ないが故に､フレデリックは徹底して受動的なのであり､その意味でこれは､
完全に統御された受動性なのだと言えよう｡だが､彼の受動性を支配する外

的要因に関しては､本論では環境とそこに存する事物などを扱ったばかりで､

他の要素を詳しく論ずることができなかった｡そうした分析を試みることは､

フレデリックの愛の諸相についての､さらなる詳細な探求とともに､これか

らの課題としたい｡
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